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是
は
東
国
方
よ
り
出
で
た
る
僧
に
て
候
。
我
い
ま
だ
都
を

見
ず
候
ふ
程
に
。
此
度
思
ひ
立
ち
都
に
上
り
候
。

思
ひ
立
つ
心
ぞ
し
る
べ
雲
を
分
け
。
舟
路
を
渡
り
山
を
越

え
。
千
里
も
同
じ
一
足
に
。
〳
〵
。

夕
べ
を
重
ね
朝
毎
の
。
宿
の
名
残
も
重
な
り
て
。
都
に
早

く
着
き
に
け
り
。
〳
〵
。

急
ぎ
候
ふ
程
に
。
是
は
早
都
に
着
き
て
候
。
此
あ
た
り
を

ば
六
条
河
原
の
院
と
や
ら
ん
申
し
候
。
暫
く
休
ら
ひ
一
見

「「「「「「「

ワ
キ
詞

下
歌

上
歌詞

シ
テ
一
声

サ
シ

下
歌

せ
ば
や
と
思
ひ
候
。

月
も
早
。
出
汐
に
な
り
て
塩
竈
の
。
う
ら
さ
び
渡
る
気
色

か
な
。

陸
奥
は
い
づ
く
は
あ
れ
ど
塩
竈
の
。
恨
み
て
渡
る
老
が
身

の
。
よ
る
べ
も
い
さ
や
定
め
な
き
。
心
も
澄
め
る
水
の
面

に
。
照
る
月
並
を
数
ふ
れ
ば
。
今
宵
ぞ
秋
の
最
中
な
る
。

実
に
や
移
せ
ば
塩
竈
の
。
月
も
都
の
最
中
か
な
。

秋
は
半
身
は
既
に
。
老
い
重
な
り
て
諸
白
髪
。
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雪
と
の
み
。
積
り
ぞ
来
ぬ
る
年
月
の
。
〳
〵
。
春
を
迎
へ

秋
を
添
へ
。
時
雨
る
ゝ
松
の
風
ま
で
も
。
我
身
の
上
と
汲

み
て
知
る
。
汐
馴
衣
袖
寒
き
。
浦
わ
の
秋
の
夕
べ
か
な
。

〳
〵
。

如
何
に
こ
れ
な
る
尉
殿
。
御
身
は
此
あ
た
り
の
人
か
。

さ
ん
候
此
所
の
汐
汲
に
て
候
。

不
思
議
や
こ
ゝ
は
海
辺
に
て
も
な
き
に
。
汐
汲
と
は
誤
り

た
る
か
尉
殿
。

「「「「「「「
上
歌

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

あ
ら
何
と
も
な
や
。
さ
て
こ
ゝ
を
ば
何
処
と
知
ろ
し
召
さ

れ
て
候
ふ
ぞ
。

此
所
を
ば
六
条
河
原
の
院
と
こ
そ
承
り
て
候
へ
。

河
原
の
院
こ
そ
塩
竈
の
浦
候
ふ
よ
。
融
の
大
臣
陸
奥
の
千

賀
の
塩
竈
を
。
都
の
内
に
移
さ
れ
た
る
海
辺
な
れ
ば
。
名

に
流
れ
た
る
河
原
の
院
の
。
河
水
を
も
汲
め
池
水
を
も
汲

め
。
こ
ゝ
塩
竈
の
浦
人
な
れ
ば
。
汐
汲
と
な
ど
お
ぼ
さ
ぬ

ぞ
や
。
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実
に
〳
〵
陸
奥
の
千
賀
の
塩
竈
を
。
都
の
内
に
移
さ
れ
た

る
事
承
り
お
よ
び
て
候
。
さ
て
は
あ
れ
な
る
は
籬
が
島
候

ふ
か
。

さ
ん
候
あ
れ
こ
そ
籬
が
島
候
ふ
よ
。
融
の
大
臣
常
は
御
舟

を
寄
せ
ら
れ
。
御
酒
宴
の
遊
舞
さ
ま
〴
〵
な
り
し
所
ぞ
か

し
。
や
。
月
こ
そ
出
で
ゝ
候
へ
。

実
に
〳
〵
月
の
出
で
ゝ
候
ふ
ぞ
や
。
あ
の
籬
が
島
の
森
の
梢

に
。
鳥
の
宿
し
囀
り
て
。
し
も
ん
に
移
る
月
影
ま
で
も
。

「「「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

二
人

孤
舟
に
帰
る
身
の
上
か
と
。
思
ひ
出
で
ら
れ
て
候
。

何
と
唯
今
の
面
前
の
気
色
が
。
御
僧
の
御
身
に
知
ら
る
ゝ

と
は
。
若
も
賈
島
が
言
葉
や
ら
ん
。
鳥
は
宿
す
池
中
の
樹
。

僧
は
敲
く
月
下
の
門
。

推
す
も
。

敲
く
も
。

古
人
の
心
。

今
目
前
の
秋
暮
に
あ
り
。
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実
に
や
い
に
し
へ
も
。
月
に
は
千
賀
の
塩
竈
の
。
〳
〵
。

浦
わ
の
秋
も
半
に
て
。
松
風
も
立
つ
な
り
や
。
霧
の
籬
の

島
隠
れ
。
い
ざ
我
も
立
ち
渡
り
。
昔
の
跡
を
陸
奥
の
。
千

賀
の
浦
わ
を
詠
め
ん
や
。
千
賀
の
浦
わ
を
詠
め
ん
。

塩
竈
の
浦
を
都
の
内
に
移
さ
れ
た
る
謂
御
物
語
り
候
へ
。

嵯
峨
の
天
皇
の
御
宇
に
。
融
の
大
臣
陸
奥
の
千
賀
の
塩
竈

の
眺
望
を
聞
し
召
し
及
ば
せ
給
ひ
。
此
所
に
塩
竈
を
移
し
。

あ
の
難
波
の
御
津
の
浦
よ
り
も
。
日
毎
に
潮
を
汲
ま
せ
。

「「「「
地

ワ
キ
詞

シ
テ
詞地

こ
ゝ
に
て
塩
を
焼
か
せ
つ
ゝ
。
一
生
御
遊
の
便
と
し
給
ふ
。

然
れ
ど
も
其
後
は
相
続
し
て
翫
ぶ
人
も
な
け
れ
ば
。
浦
は

其
ま
ゝ
干
汐
と
な
つ
て
。
地
辺
に
淀
む
溜
水
は
。
雨
の
残

り
の
古
き
江
に
。
落
葉
散
り
浮
く
松
陰
の
。
月
だ
に
澄
ま

で
秋
風
の
。
音
の
み
残
る
ば
か
り
な
り
。
さ
れ
ば
歌
に
も
。

君
ま
さ
で
煙
絶
え
に
し
塩
竈
の
。
う
ら
さ
び
し
く
も
見
え

渡
る
か
な
と
。
貫
之
も
詠
め
て
候
。

実
に
や
詠
む
れ
ば
。
月
の
み
満
て
る
塩
竈
の
。
浦
さ
び
し
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く
も
荒
れ
は
つ
る
。
跡
の
世
ま
で
も
し
ほ
じ
み
て
。
老
の

波
も
帰
る
や
ら
ん
。
あ
ら
昔
恋
し
や
。
恋
し
や
恋
し
や
と
。

慕
へ
ど
も
歎
け
ど
も
。
か
ひ
も
渚
の
浦
千
鳥
。
音
を
の
み

鳴
く
ば
か
り
な
り
。
〳
〵
。

如
何
に
尉
殿
。
見
え
渡
り
た
る
山
々
は
皆
名
所
に
て
ぞ
候

ふ
ら
ん
御
教
へ
候
へ
。

さ
ん
候
皆
名
所
に
て
候
。
御
尋
ね
候
へ
教
へ
申
し
候
ふ
べ

し
。

「「「「「「「

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

先
あ
れ
に
見
え
た
る
は
音
羽
山
候
ふ
か
。

さ
ん
候
ふ
あ
れ
こ
そ
音
羽
山
候
ふ
よ
。

音
羽
山
音
に
聞
き
つ
ゝ
逢
坂
の
。
関
の
こ
な
た
に
と
よ
み

た
れ
ば
。
逢
坂
山
も
程
近
う
こ
そ
候
ふ
ら
め
。

仰
せ
の
如
く
関
の
こ
な
た
に
と
は
よ
み
た
れ
ど
も
。
あ
な

た
に
あ
た
れ
ば
逢
坂
の
。
山
は
音
羽
の
峰
に
隠
れ
て
。
此

辺
よ
り
は
見
え
ぬ
な
り
。

さ
て
〳
〵
音
羽
の
嶺
つ
ゞ
き
。
次
第
々
々
の
山
並
の
。
名

1011



所
々
々
を
語
り
給
へ
。

語
り
も
尽
さ
じ
言
の
葉
の
。
歌
の
中
山
清
閑
寺
。
今
熊
野

と
は
あ
れ
ぞ
か
し
。

さ
て
其
末
に
つ
ゞ
き
た
る
。
里
一
村
の
森
の
木
立
。

そ
れ
を
し
る
べ
に
御
覧
ぜ
よ
。
ま
だ
き
時
雨
の
秋
な
れ
ば
。

紅
葉
も
青
き
稲
荷
山
。

風
も
暮
れ
行
く
雲
の
端
の
。
梢
も
青
き
秋
の
色
。

今
こ
そ
秋
よ
名
に
し
お
ふ
。
春
は
花
見
し
藤
の
森
。

「「「「「「「「「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

ロ
ン
ギ
地

緑
の
空
も
か
げ
青
き
。
野
山
に
つ
ゞ
く
里
は
如
何
に
。

あ
れ
こ
そ
夕
さ
れ
ば
。

野
辺
の
秋
風
。

身
に
し
み
て
。

鶉
鳴
く
な
る
。

深
草
山
よ
。

木
幡
山
。
伏
見
野
竹
田
。
淀
鳥
羽
も
見
え
た
り
や
。

詠
め
や
る
。
其
方
の
空
は
白
雲
の
。
は
や
暮
れ
初
む
る
遠
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山
の
。
嶺
も
木
深
く
見
え
た
る
は
。
如
何
な
る
所
な
る
ら

ん
。

あ
れ
こ
そ
大
原
や
。
小
塩
の
山
も
今
日
こ
そ
は
。
御
覧
じ

初
め
つ
ら
め
。
猶
々
問
は
せ
給
へ
や
。

聞
く
に
つ
け
て
も
秋
の
風
。
吹
く
方
な
れ
や
峰
つ
ゞ
き
。

西
に
見
ゆ
る
は
何
処
ぞ
。

秋
も
早
。
〳
〵
。
半
更
け
行
く
松
の
尾
の
。
嵐
山
も
見

え
た
り
。

「「「「「「「「
シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

嵐
更
け
行
く
秋
の
夜
の
。
空
澄
み
上
る
月
影
に
。

さ
す
汐
時
も
は
や
過
ぎ
て
。

ひ
ま
も
お
し
照
る
月
に
め
で
。

興
に
乗
じ
て
。

身
を
ば
実
に
。
忘
れ
た
り
秋
の
夜
の
。
長
物
語
よ
し
な
や
。

ま
づ
い
ざ
や
汐
を
汲
ま
ん
と
て
。
持
つ
や
田
子
の
浦
。
東

か
ら
げ
の
汐
衣
。
汲
め
ば
月
を
も
。
袖
に
望
汐
の
。
汀
に

帰
る
波
の
夜
の
。
老
人
と
見
え
つ
る
が
。
汐
曇
に
か
き
ま
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ぎ
れ
て
。
跡
も
見
え
ず
な
り
に
け
り
。
跡
を
も
見
せ
ず
な

り
に
け
り
。
（
中
入
）

磯
枕
。
苔
の
衣
を
片
敷
き
て
。
〳
〵
。
岩
根
の
床
に
夜
も

す
が
ら
。
猶
も
奇
特
を
見
る
や
と
て
。
夢
待
ち
が
ほ
の
旅

寐
か
な
。
〳
〵
。

忘
れ
て
年
を
経
し
物
を
。
又
い
に
し
へ
に
帰
る
波
の
。
満

つ
塩
竈
の
浦
人
の
。
今
宵
の
月
を
陸
奥
の
。
千
賀
の
浦
わ

も
遠
き
世
に
。
其
名
を
残
す
ま
う
ち
き
み
。
融
の
大
臣
と

「「「「「「
ワ
キ

後
ジ
テ地

シ
テ地

シ
テ

は
我
事
な
り
。
我
塩
竈
の
浦
に
心
を
寄
せ
。
あ
の
籬
が
島

の
松
陰
に
。
明
月
に
舟
を
浮
べ
。
月
宮
殿
の
白
衣
の
袖
も
。

三
五
夜
中
の
新
月
の
色
。
千
重
ふ
る
や
。
雪
を
廻
ら
す
雲

の
袖
。

さ
す
や
桂
の
枝
々
に
。

光
り
を
花
と
散
ら
す
粧
ひ
。

こ
ゝ
に
も
名
に
立
つ
白
河
の
波
の
。

あ
ら
面
白
や
曲
水
の
盃
。
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浮
け
た
り
〳
〵
遊
舞
の
袖
。
（
早
舞
）

あ
ら
面
白
の
遊
楽
や
。
そ
も
明
月
の
其
中
に
。
ま
だ
初
月

の
宵
々
に
。
影
も
姿
も
少
な
き
は
。
如
何
な
る
謂
な
る
ら

ん
。

そ
れ
は
西
岫
に
。
入
日
の
い
ま
だ
近
け
れ
ば
。
其
影
に
隠

さ
る
ゝ
。
た
と
へ
ば
月
の
有
る
夜
は
。
星
の
薄
き
が
如
く

な
り
。

青
陽
の
春
の
始
め
に
は
。

「「「「「「「「「「「「
地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

霞
む
夕
べ
の
遠
山
。

黛
の
色
に
三
日
月
の
。

影
を
舟
に
も
譬
へ
た
り
。

又
水
中
の
遊
魚
は
。

釣
と
疑
ふ
。

雲
上
の
飛
鳥
は
。

弓
の
影
と
も
驚
く
。

一
輪
も
降
ら
ず
。
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万
水
も
昇
ら
ず
。

鳥
は
池
辺
の
樹
に
宿
し
。

魚
は
月
下
の
波
に
伏
す
。

聞
く
と
も
飽
か
じ
秋
の
夜
の
。

鳥
も
鳴
き
。

鐘
も
聞
え
て
。

月
も
早
。

影
傾
き
て
明
方
の
。
雲
と
な
り
雨
と
な
る
。
此
光
陰
に
誘

「「「「「「「「
シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ地

は
れ
て
。
月
の
都
に
入
り
給
ふ
粧
ひ
。
あ
ら
名
残
惜
し
の

面
影
や
。
名
残
惜
し
の
面
影
。
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